
「警戒領域」での感染防止対策の更なる緩和

〇実施区域

愛知県全域 

〇実施期間

１１月２２日（月）～ 

県民の皆様へのお願い

〇外出の注意点

・家族や普段行動をともにしている仲間と少人数で、混雑している場所や時 

間を避けて行動 

   ⇒  制限なし 

〇県をまたぐ移動の注意点

・基本的な感染防止対策の徹底及びワクチン接種未完了者は PCR 等検査

を受けるよう勧奨 

   ⇒  基本的な感染防止対策の徹底 

〇基本的な感染防止対策の徹底

・同一テーブルに４人を目安（同居家族等は除く） 

   ⇒  制限なし 

事業者の皆様へのお願い

○ 飲食店等に対する協力要請

・同一テーブルへの入店案内は４人を目安（同居家族等は除く） 

   ⇒  制限なし 
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その他のお願い

○イベントの開催制限の協力要請

（参考）「大声あり」、「大声なし」の考え方の変更 

国の基本的対処方針等の変更に伴い、イベント開催時の「大声あり」、「大声な

し」については、国において以下のとおり考え方が変更されました。 

現 行

○ 各種イベントの分類の例示 ※（ ）を踏まえ、個別イベントの態様・実績等に応じて個

別具体的に判断する。 

※ 例示（詳細は別添のとおり） 

大声が想定されるもの：ロックコンサート、サッカー、野球など 

大声が想定されないもの：クラシック音楽等のコンサート、歌舞伎等の伝統芸能など 

変更後

○ 「大声」を「観客等が、通常よりも大きな声量で、反復・継続的に声を発すること」と

定義し、これを積極的に推奨する又は必要な対策を十分に施さないイベントを「大

声あり」に該当するものとする。 

＜大声の例＞

・観客間の大声・長時間の会話 

・スポーツイベントにおいて、反復・継続的に行われる応援歌の合唱 

※ 得点時の一時的な歓声等は必ずしも当たらない。 

収容率 人数上限
営業時間

短縮

イベント（注）
大声なし：１００％

大声あり：　５０％

５，０００人
又は

収容定員５０％
のいずれか大きい方

なし

（注）収容率と人数上限でどちらか小さい方を限度（両方の条件を満たす必要）。

収容率 人数上限
営業時間

短縮

「感染防止安全計画」を策定し、
県がその内容を確認したイベン
ト（注１）

１００％（注２） 収容定員まで

その他のイベント（注３）
大声なし：１００％

大声あり：　５０％

５，０００人
又は

収容定員５０％
のいずれか大きい方

（注１）5,000人超かつ収容率50％超のイベントに適用。「感染防止安全計画」の詳細は、国からの通知に基づき運用。

（注２）感染防止安全計画策定イベントは、「大声なし」であることが必須。

なし

（注３）収容率と人数上限でどちらか小さい方を限度（両方の条件を満たす必要）。
　　　　また、別に示すチェックリストにより、感染防止策への対応状況を確認し、そのチェックリストをイベント主催者
　　　　等がWebページ等で公表し、イベント終了日から１年間保管すること。



県の取組

○ ワクチンの３回目接種の推進

・国、市町村、医療機関、医師会等関係団体、企業・大学等と緊密に連携

し、希望者全てに円滑に推進。
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イベント開催にあたっての「感染防止安全計画」の提出について 

【概 要】 

  「感染防止安全計画」を提出するイベント  

○  現在、1,000 人超のイベントを対象に実施している事前相談を廃止し、 

5,000 人超かつ収容率 50%超のイベントを対象に「感染防止安全計画（以下「安全計画」）」

を実施。 

 ○  安全計画では、イベント開催時の必要な感染防止策（以下「基本的対策」）を着実に実行

するため、主催者等はイベントごとに具体的な対策内容を記載し、都道府県に提出。 

都道府県がその内容の確認・必要な助言を行うことで、感染対策の実効性を担保。 

○  イベント開催後、主催者等は結果報告書を都道府県に提出。問題発生時は関係省庁に

も提出し、関係省庁は原因究明や改善策を求めるなど、PDCA サイクルを確立。 

○  今後、感染拡大により、緊急事態措置やまん延防止等重点措置に移行した場合には、

安全計画の作成・実施を条件に、人数上限等の制限を一定程度緩和する予定。 

 「感染防止安全計画」を提出しないイベント  

  ○  安全計画を策定しないイベントについては、イベント開催時に必要となる感染防止策へ

の対応状況をチェック形式で確認するチェックリストをイベント主催者等が Web ページ等

で公表し、イベント終了日から１年間保管。 


